
【別紙様式１】
大分市立滝尾小学校　学力向上プラン１（８月）

学力状況について 学習状況について

学校教育
目標

夢に向かって自ら学び、心豊かで、最後まで頑張り通す子どもの育成

育成を目指す
資質・能力 自ら問題を見つけ、友だちと協働して解決する力の育成（問題発見・解決能力）

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

・板書に沿ったノートの取り方、学びの跡が分かるノートの書き方については指導が必要である。
・授業中、自分の考えをもつことはできるが、伝えることの積極性には偏りがある。

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況

・1時間完結型の授業の徹底。
・児童が「解決したい」と思うような課題を設定し、授業を展開していく。
・学習規律の徹底。「今月の学習のめあて」に学校全体で取り組む。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・朝のチャレンジタイムを使って、全校で「数と計算」領域の復習を行ってきた。特に低学年では百ます計算や九九暗唱な
ど四則計算に力を入れている。また、高学年では習熟度別指導により、低学力層の底上げを図っている。
・「滝尾っ子ノートのきまり」をもとにしたノート指導の徹底。及び「滝小ノート検定」を実施。（年１冊以上チャレンジ）

児童
生徒
の

課題

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題 　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・「知識・技能」では、学校や家庭での反復学習により一定の
定着が見られるが、継続が必要である。
・「思考・判断」では、「知識・理解」や既習を活かして課題解
決したり、問題の意図を正確に読み取って解答をしたりする
ことを苦手とする児童が多い。

・単元や領域によって、理解度に偏りがある。また、ミニテスト等では
よい結果を出せても、単元のまとめ、自分の考えを書くといった内
容になると、到達点に至らない児童も多い傾向にあるので、学習内
容を関連付けて考える力を育てる必要がある。
・問われていることの意味が分からない児童や無回答の児童も多
く、語彙力を鍛える必要がある。

学力に関する達成指標
・全学年、単元末テストで平均８６点以上にし、平均６０点未満の児童を５％以下にする。
・学校評価に係るアンケートにおいて、「授業が終わった時に、分かった・できたという気持ちになっている」という質問に、肯定的に
答える児童の割合を９３％以上にする。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉
意欲的に取組、学び合う児童を目指す指導法の在り方
　　・考えの広がり・深まりを生むような、伝え合いの活動
　　・多様な考えが生み出せるような学習課題の設定
　　・学習規律の確立

〈家庭・地域の取組内容〉
学校評価に係るアンケートにおいて、
「家では、子どもが宿題をしているかを
確かめている」に肯定的に答える割合
を８５％以上にする。

〈家庭・地域の取組指標〉

【授業改善以外の学力向上の取組】

・滝尾小学校　家庭学習（宿題）の手引きを作成し、保護者と家庭学習について連携を図る。
・多読賞の推奨やジャンルを指定した図書館利用や読書日記の取組。

・定期的に行われる研修部会で、毎回日々の授業実践の様子を検証する。また互見
授業・交換授業を学期に1回以上行い、授業実践の見直しを行う
・定期的に行われる研修部（学力向上部）会で、学習規律の状況を毎時見直す。
・学校評価に係るアンケートにおいて、「授業が分かった、できるようになった」という質
問に、肯定的に答える児童の割合を９３％以上にする。

・「滝尾中学校区　家庭学習の手引き」
「滝尾小学校　家庭学習の手引き」を参
考に、家庭学習の習慣化に取り組む。

〈家庭・地域の検証指標〉〈検証指標〉

〈取組内容〉
・児童が考えを伝え合う活動を効果的に取り入れ、考えの深まり・広がりを目指す。
・児童の中から生まれる疑問を大切にした課題を設定する。
・習熟度別授業や補充学習の場を設定し、低学力層の学力向上を図る。
・発達の段階に応じた学年ごとの学習規律を設定する。

〈取組指標〉
・伝え合いを支える教材・教具を、適切な場面を選択し、効果的に活用する。
・「めあて」～「振り返り」までの見通しのある授業を１日２回以上実施する。
・「今月の学習のめあて」を掲示するとともに、家庭とも共有する。
・「滝尾っ子ノートのきまり」の指導を徹底を図り、ノート検定に挑戦させる。

・各家庭で、家庭学習に取り組んでいる
か児童に声かけをする。

取組番号⑨


